




マイクに向かって話すことを表すフランス語の表現 parler dans le microにおいて，前置詞句
はマイクの内部を指しているだけである。英語などの幾つかの言語では，これに対応する表現
において，前置詞句がマイクの内部への経路を明示的に表している（英語：to speak into the
microphone，ドイツ語：ins Mikrophon sprechen，チェコ語：hovořit do mikrofonu，ロシア語：
govorit’ v mikrofon）。しかし，フランス語では，マイクの内部が経路の着点であることは，推
論による解釈の結果なのである。
parler dans le microという表現においては，移動するもの，すなわち「声」が，明示的に表
現されず，動詞 parler（話す）によって含意されている。この潜在的な参与項は Langackerの
アクティブ・ゾーンに対応している。前置詞句は，アクティブ・ゾーンの移動経路の着点に対
応する場所を表しているのである。同じ説明は，souffler dans le micro（マイクに息を吹きかけ
る），se moucher dans un mouchoir（ハンカチで鼻をかむ），vider une bouteille dans l’évier（びん








（1） être  {  dans   la    cuisine  / le    tiroir    / la    forêt  } (Oxford-Hachette, s.v. dans)
 to be    in      the  kitchen  / the  drawer / the  forest
ここで前置詞句は，台所・引き出し・森の内部を表しており，英語では inを用いて訳されて
いる。この前置詞 dansを含む次の文を見られたい。
（2） Il faut                       parler   dans      le          micro.（青木，p. 255）







側にいるという解釈である。それに対して parler dans le microはマイクの有効範囲が内部
であると理解される。（青木，p. 256）





（4） parler      dans   le     micro





 ins                     Mikrophon   sprechen
の中へ -定冠詞 マイク 話す
（6）チェコ語（SSJČ, s.v. mikrofon）
 hovořit    do          mikrofonu
話す の中へ マイク
（7）ロシア語（『研究社露和辞典』，s.v. mikrofon）2）
















parler dans le microの動詞を parler（話す）以外に変えた以下の表現においても，やはり，
マイクは声や口笛の音が移動していく着点と考えることができる。
（8） {   chanter  / chuchoter  / murmurer  / crier / siffler  }        dans      le          micro
歌う ささやく つぶやく 叫ぶ 口笛を吹く   DANS  定冠詞 マイク
以下の英語の表現と比較されたい。
（9） sing into a microphoneマイクに向かって歌う（『活用』，s.v. sing）
（10） scream [yell] into a microphoneマイクに向かって叫ぶ（『活用』，s.v. microphone）
マイクを電話に変えても，同じような表現を作ることができる。
（11） {   parler  / chanter  / chuchoter  / murmurer  / crier / siffler        }
話す 歌う ささやく つぶやく 叫ぶ 口笛を吹く
 dans      le           téléphone




（12） parler   directement   dans      le           micro
話す   まっすぐに   DANS  定冠詞   マイク
ここでは，副詞 directement（まっすぐに）は，「マイクの中へ」という経路に関連して解釈さ
れる。しかし，前置詞句 dans le microがマイクの拡声機能の有効範囲の中を表しているとする
と，この副詞の意味を説明できなくなる。
これまでの例においては，声などの音が問題になっていたが，息についても同じ表現ができる。
（13） souffler      dans      le           micro
息を吹く   DANS   定冠詞 マイク






（15） souffler      dans      une           trompette
息を吹く   DANS   不定冠詞   らっぱ
 （Robert, s.v. souffler）
（16） souffler      dans      le          ballon  (  de   l’alcootest)
息を吹く   DANS   定冠詞 風船 の 定冠詞 -アルコール検知器
 （Robert, s.v. souffler）
（17） souffler      dans      ses        doigts   (   pour      les            réchauffer)
息を吹く   DANS   自分の 指 ために それらを 温める
 （Robert, s.v. souffler）
最後の例では，前置詞句は，指そのものの内部ではなく，両手の指を口の前で揃えて作ったく
ぼみの中を表していると考えられる 4）。
動詞 souffler（吹く）が取る前置詞句 dans le microは着点に対応しているが，このことを利
用して，動詞 parler（話す）が取る前置詞句 dans le microも着点に対応していることを示すこ
とができる。先ず，次の文を見られたい。
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（18） Pour      voir    si             le          micro     marche,
ために  見る  かどうか  定冠詞  マイク  作動する
il                          suffit            de    parler   dedans.
非人称主語代名詞 十分である   DE  話す    DEDANS
ここで，deは，非人称構文の意味上の主語である不定詞を導く前置詞である。また，dedans




ところが，動詞を parler（話す）から souffler（息を吹く）に置き換えた次の文の dedansは，
上述の通り，マイクの中でなければならない。
（19） Pour voir si le micro marche, il suffit   de    souffler      dedans.
                                                 DE   息を吹く   DEDANS
そうすると，両方の文を元に作った次のような等位接続の文を考えると，souffler（息を吹く）
が用いられていることから，dedansはマイクの中でなければならない。
（20） Pour voir si le micro marche, il suffit   de    parler  ou            de    souffler      dedans.
                                                 DE  話す   あるいは  DE   息を吹く   DEDANS
もし，parler（話す）が取る dedansがマイクの拡声機能の有効範囲の中を表しているとすると，
dedansの指示に矛盾が生じる。よって，parler（話す）が取る dedansもマイクの中でなければ
ならないのである。これは，声の移動経路の着点である。言い換えると，parler dans le micro
という表現は，声がマイクに入るように，マイクに向かって話すという意味なのである。










（21） Si       tu       souffles   dans     l’harmonica,              ça       donne     des           notes.





（22） Si       tu       aspires  dans      l’harmonica,              ça donne des notes.
もし   君が   吸う     DANS   定冠詞 -ハーモニカ




（23） Si       tu       souffles   ou            aspires  dans      l’harmonica,            ça donne des notes.
もし   君が   吹く      あるいは   吸う     DANS   定冠詞 -ハーモニカ





動詞 souffler（吹く）は，息を口から外へ出すことを表している。他方，前置詞句 dans l’har-
monicaはハーモニカの内部を表している。しかし，この前置詞句が動詞 soufflerと組み合わせ
られると，息の移動の着点に対応していると解釈されるのである。また，動詞 aspirer（吸う）
は，息を口に吸い込むことを表している。そして，前置詞句 dans l’harmonicaは，動詞 aspirer
と組み合わせられると，息の移動の起点に対応していると解釈されるのである。
同じことは，マイクに向かって話す場合の parler dans le microにも当てはまる。（20）（以下
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に再掲）で見たとおり，parler（話す）と souffler（息を吹く）を等位接続して，dans le micro
の代用表現 dedansを兼用することができる。
（24） Pour voir si le micro marche, il suffit   de    parler   ou            de    souffler      dedans.
                                                 DE  話す    あるいは   DE   息を吹く   DEDANS
ここでは動詞 soufflerが用いられていて，dedansはマイクの内部を表している。よって，動詞
parlerに対しても dedansはマイクの内部を表していると考えられる。parlerは「話す」という
意味であり，口から声を出すことを含意している。そこにマイクの内部を表す dans le microが
組み合わされると，その声の移動の着点に対応していると解釈されるのである。
「マイクの中へ」という声の移動経路は，次のようにあらわされる 6）。
（25） [ TO [ IN [ MICROPHONE ] ] ]
















言い換えると，前置詞句 dans le micro自体は，[ IN [ MICROPHONE ] ]という場所を表して
いるだけなのだが，声の移動を含意している動詞と組み合わせられることによって，推論によ








（26） Il       a parlé    dans      la        {  grotte  / salle }.

















鼻をかむことをフランス語では se moucherというが，ハンカチを用いた場合，前置詞 dans
が使われる。
（27） se moucher   dans      un            mouchoir










（28） blow one’s nose into a handkerchiefハンカチで鼻をかむ（『活用』，s.v. handkerchief）
チェコ語やロシア語においても，やはり，内部への移動を表す表現が用いられる。
（29）チェコ語（SSJČ, s.v. smrkati）
 smrkat      do         kapesníku
鼻をかむ の中へ ハンカチ
（30）ロシア語（Ožegov, s.v. smorkat’sja）








（31） {  tousser   /  éternuer  }          dans      un            mouchoir
咳をする くしゃみをする   DANS   不定冠詞 ハンカチ
（32） {  tousser   /  éternuer  }          dans      ses        mains






（33） cough into a handkerchiefハンカチを口に当ててせきをする
 （『活用』，s.v. cough）





（35） Vide          ce      seau       dans      l'évier.






（36） vider        une   bouteille  dans   l'évier
 to empty   a      bottle      into   the sink
 (Oxford-Hachette s.v. vider)
（37） vider        un   sac   dans   qch
 to empty   a     bag   into   sth
 (Oxford-Hachette s.v. vider)








（38） mordre   dans   une   pomme
 to bite    into   an    apple
 (Oxford-Hachette s.v. mordre)
croquerという動詞も dansを取ってかじることを表すが，やはり，英訳では intoが用いられ
ている。
（39） croquer   dans   une   pomme
 to bite    into   an    apple
 (Oxford-Hachette s.v. croquer)
ドイツ語やチェコ語でも，内部への移動を表す表現が用いられている。
（40）ドイツ語（Duden, s.v. beißen）
 er       biß           in          den        Apfel
彼は  かじった  の中へ  定冠詞  りんご
（41）チェコ語（SSJČ, s.v. kousati）
























（42） tomber   dans   une   rivière (Oxford-Hachette, s.v. tomber)
 to fall     into   a      river
ここでは，前置詞句は，主語の指示対象の移動の経路に関わっている。次の例も同様である。
（43） sauter         dans   un   taxi (Oxford-Hachette, s.v. sauter)
 to jump/hop  into   a     taxi
これらの例は，主語の指示対象の移動を表す自動詞の場合であったが，目的語の指示対象の
移動を表す他動詞の場合でも，同じことが成り立つ。
（44） introduire   une   clé    dans   une   serrure (Oxford-Hachette, s.v. introduire)
 to insert     a      key   into   a      lock
ここでは，前置詞句は，直接目的語の指示対象の移動に関わっている。次の例も同様である。
（45） charger   des bagages   dans   une   voiture (Oxford-Hachette, s.v. charger)







なく，事象の潜在的な参与項である。例えば，parler dans le micro（マイクに向かって話す）では
声，se moucher dans un mouchoir（ハンカチで鼻をかむ）では鼻腔内の粘液，vider une bouteille






（46） The spacecraft is now approaching Uranus. (Langacker, 1990, p. 190)















ゾーン」が存在しうるのである。それが，parler dans le micro（マイクに向かって話す）では声，
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se moucher dans un mouchoir（ハンカチで鼻をかむ）では鼻腔内の粘液，vider une bouteille








































また，parler dans le microにおいては，前置詞句が，主語や目的語のような顕在的な項では
なく，事象の潜在的な参与項の着点に対応している。これは，プロファイルとアクティブ・
ゾーンが一致していないために起きていることである。同じように，前置詞句は，souffler
dans le microでは息の着点に，se moucher dans un mouchoirでは鼻腔内の粘液の着点に，vider
une bouteille dans l’évierにおいては瓶の内容物の着点に，mordre dans une pommeにおいては
歯の着点に対応している。
注












（i）Il         a dansé   dans     la            salle.
彼は  踊った   DANS  定冠詞   部屋
この文は，「部屋で踊った」という意味にはなるが，「踊りながら部屋に入った」という意味にはなら
ない。次の英語の文と比較されたい。







（ii） [Path PATH-FUNCTION ([Place PLACE-FUNCTION([THING])])] (Jackendoff, 1983, 161–170)
これは，Talmy（pp. 53–56）のVector / Conformationの区別にも対応している。
7）（22）および（23）でみた，「吸う」という動詞 aspirerの場合も，方向は逆だが，同じことが起きて
いる。つまり，前置詞句 dans l’harmonicaは，ハーモニカの内部，すなわち [ IN [ HARMONICA ] ]し
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か表していないが，息を外から口の中へと移動することを意味する動詞 aspirerと組み合わせられて，
推論により，[ FROM [ IN [ HARMONICA ] ] ]という解釈が生ずるのである。
8）この考え方に対する批判は，平塚（2006, 2008, 2010）を見られたい。
9） into以外に，withや onも可能である（『活用』，s.v. handkerchief，『新英和』，s.v. blow）。withの場合は，
ハンカチは道具として標示されている。onの場合には，鼻腔内から排出された粘液がハンカチに付
着することを表しているのであろう。なお，ハンカチでなく，ティッシュの場合も intoが用いられる。
（i） blow one’s nose into a tissueテッシュで洟をかむ（『新和英』，s.v.かむ）




（i）Il y a   quelqu’un   qui                  a osé                       entrer   dans      cette   salle condamnée.
いる   誰か           関係代名詞   大胆にも～した 入る    DANS   その 開かずの間
しかし，次の文では，誰かが開かずの間で踊ったことを述べていて，踊りながら開かずの間に入った
という意味はない。
（ii） Il y a quelqu’un qui a osé   danser   dans cette salle condamnée.
                                             踊る
この 2つの文を，等位接続を用いて次のようにまとめることができる。





（iv） Il faut                             introduire   la            clé  dans      la            serrure.
しなければならない 差し込む   定冠詞 鍵   DANS   定冠詞 錠
他方，次の文は，鍵を回さなければならないことを述べており，前置詞句は単に錠の内部を表している。
（v）Il faut  tourner  la clé dans la serrure.
回す
この両者を等位接続を用いて合わせると，次のようになる。
（vi）Il faut  introduire    et           tourner  la clé dans la serrure.





（i）fouiller  dans     les           poches.
探る      DANS   定冠詞 ポケット
ここでは，「手」がアクティブ・ゾーンになっている。ただし，「ポケットの中」は，「手」の移動の
着点ではなく，「手」が活動する場所になっている。次の例も同様に考えることができる。
（ii） jurer   sur   {   la            Bible  /   le            crucifix }
誓う   SUR    定冠詞 聖書 定冠詞 十字架
｛聖書／十字架｝にかけて誓う
これは，英語の to swear on the Bibleに対応する表現であるが，聖書や十字架の上に手を置いて誓い
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The French Preposition dans and the Active Zone
Tohru HIRATSUKA
In the French expression parler dans le micro “to speak into the microphone”, the prepositional phrase only
indicates the inside of the microphone. In equivalent expressions in other languages, the prepositional phrase
explicitly expresses the path to the inside of the microphone: English (to speak into the microphone), German (ins
Mikrophon sprechen), Czech (hovořit do mikrofonu), Russian (govorit’ v mikrofon). But, in French, it is by infer-
ence that the inside of the microphone is interpreted as the goal of the path.
In the expression parler dans le micro, what moves, “the voice”, is not explicitly expressed, but implicitly
implied by the verb parler “to speak”. This latent participant corresponds to Langacker’s active zone. The prepo-
sitional phrase indicates the place, which corresponds to the goal to which the active zone moves. The same ex-
planation applies to other expressions: souffler dans le micro “to blow into the microphone”, se moucher dans un
mouchoir “to blow one’s nose into a handkerchief”, vider une bouteille dans l’évier “to empty a bottle into the
sink”, mordre dans une pomme “to bite into an apple”. In these expressions, the active zone is the breath, the
nasal mucus, the contents of the bottle and the teeth, respectively.
Keywords: French, prepositional phrase, dans, goal, active zone
